
農林大学校本校での入学式（大田市）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、全国に緊急事態宣言が発令され、不要不急の外
出自粛や小・中学校の休校により、献立を考えるのに
苦労している人も多いと思います。そこで、自宅で簡
単に作れる「お助けレシピ」を紹介します。栄養満点で
免疫力アップ！！

●作り方  
①豆腐：８等分に切って、水きりする。 　
　しょうが：せん切りにする。
　ニラ：３センチの長さに切る。
②フライパンにごま油を入れて火にかけて、しょうが
　を入れて豆腐を炒める。    
③サバ缶、サバ缶の汁、ニラ、しょうゆを加えて、最後
　に溶き卵を回しながら入れて半熟になるまで火を
　通す。  
エネルギー １７３ｋｃａｌ 
たんぱく質13．８ｇ・脂質11．５ｇ・カルシウム１４１ｍｇ・
カリウム２２７ｍｇ・鉄１．６ｍｇ・食物繊維０．６ｇ・塩分０．６ｇ

しっかり食べて免疫力アップ  
～健康は毎日の食事の積み重ねから～

サバ缶とニラのチャンプル
おうち
ごはん

●材料（４人分）

サバ缶（味付き）……１缶　
ニラ…………………１束
ごま油………… 大さじ１
豆　腐……2分の1丁（２００ｇ）

卵………………２個
しょうが……… 少々
しょうゆ……小さじ１

●飯南病院   電話72-0221　●来島診療所   電話76-2309　●保健福祉センター   電話72-1770
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◆今年度の志々地区は、集落支援員２
人体制となり、「陽サロ２号店」「声掛け
訪問」「お助けショップささえさん」の継
続とさらなる充実、利便性の向上を図
れるようになりました。

◆毎月２回開催の志々地区サロン「陽
サロ２号店」は、令和２年２月に来場客が
４,５００人に達し、地域の見守りにもつな
がっています。今年度は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため開催できて
いませんが、調理ボランティアの皆さん

に「マスクづくり」に協力してもらいまし
た。早く再開し、皆さんの笑顔に出会え
ることを願っています。
◆毎月１回の「声掛け訪問」も継続し、
困り事や心配事の解消と地域の皆さん
が安心安全に暮らせる地域づくりを目指
します。今年度から赤外線体温計を導
入し、訪問ボランティアの皆さんの体調
にも気を付けながら活動していきます。
◆志々公民館内にある「お助けショップ
ささえさん」は、毎月約２５０人の利用が
あります。地域に商店が無くなったこと
から始まった小さな店ですが、今後も要
望に応えられるように地域の皆さんと一
緒にお店づくりができたらと思います。

◆「志々の未来予想図」にある“みんな
が安心・安全に暮らせる地域”を目標に
地域の皆さんと一緒になって活動して
いきます。

志々地区集落支援員の
桐原  敏です！

住みよいまちへ

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

農林大学校林業科に、
新入生8人が入学しました

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　県立農林大学校は、次代の島根県
の農林業をリードする農業者と林業技
術者の養成を目的としていて、林業科
では実践に役立つ、森林・林業に関す
るさまざまな知識と技術を２年間で習
得し、即戦力となる人材を育成してい
ます。
　中山間地域研究センター内には、農
林大学校林業科（分校）が併設されてい
て、この３月には９人の学生が卒業し、
県内外の林業事業体へ就職しました。

また４月13日には、林業科８人を含む
47人の新入生を迎え入れました。
　林業科は、19人の学生（２年生11人含
む）が町内の「飯南寮」（一部の学生が県職
員宿舎に入居）で、不安と期待に胸を膨ら
ませて生活しています。学生は親元を
離れ、「自分のことは自分で」と自立心
を養うとともに、寮での共同生活で他
人に迷惑をかけないなど協調性も含
めて学んでいます。
　今後も地域行事への参加を通して、

地域の皆さんと接する機会もあろうか
と思います。そのときはよろしくお願
いします。
※県外出身の学生は、新型コロナウイ
ルス対策のため帰省を控えています。
■問合せ
　島根県立農林大学校　林業科
　電話：７６－２１００
　http://blog.goo.ne.jp/f-nodai
　林業科の授業、実習等の様子をブロ
　グで紹介しています。
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